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メッシュ気象データ利用による果樹の開花予測

――温度変換日数法に基づ くモデル ーー
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1 は じ め に

果樹の開花を予測することは,病害虫の防除時期の把握

や,植物調節剤の処理時期の把握,訪花昆虫の導入時期の

把握などに利用できる。また,作付適地の判定にも利用で

きる。果樹の開花を予測している事例としては,昭和43年

に山形農試置場分場で,デラウェアの開花を予測する重回

帰式がある。青森県では有効積算温度でリンゴの開花を予

測しており,岩手県では,重回帰式を用いてリンゴの開花

を予測している。筆者らは,農業研究センタープロジェク

ト研究第 5チ ームで研究されている,温度変換日数の理論

によるモデル式l,2)を用いて,各種果樹の開花を予測する

ことを試みた。また, メ ッシュ気象データを使用して,開

花予測地図を作成したので報告する。

なお,感温特性ltL検索プログラム「FLOWERJを提
供していただいた,農業研究センタープロジェクト研究第

5チームの金野チーフ,開花特性について御助言を賜った

同チームの小野氏,田村氏,ま た,コ ンピュータ利用全般

についてと,「果樹の開花予測プログラムJの開発に御助

言いただいた,環境技術研究所 ,情報処理研究室の神山室

長には,こ の場をかりて深く謝意を表する。更に,開花期

のデータを提供していただいた,庄形県立園芸試験場の果

樹部関係者に謝意を表する。

2方    法

(1)感温特性のモデル式は次とおりである。

DTS― exp{Ea(T― Ts)/(R T Ts))
DTS:温度変換日数 (温度Tの非線形変換値 )
Ea:活性化エネルギー

R :気体定数 (1984)
Ts:標準温度 (T=Tsの ときDTS-1)
T :気温

12)開花予測に必要な感温特性値は,腱 ,起算日,起算
日から開花期までの積算DTSの 3種類である。まず,任

意のEaと 起算日を組み合わせて,起算日から開花期まで

の毎日の気温を入力し,日 々のDTSを求め積算する。こ

の作業を数年間の開花期について行い,各年の積算DTS
の分散が最も小さいときの3a,起算日,積算DTSを開

花についての感温特性値とする。

ただし,同 じ樹種の起算日については感温特性値の比較

のため,できるだけ同じになるように設定 した。また,計

算速度の問題と普及情報に供する目的から,起算日の範囲

は 2月 10日から3月 25日に限定した。標準温度については,

5月 の平均的な気温として15度に設定した。

なお,こ れらの作業は,感温特性値検索プログラム「F

LOWER」 (金野,1987)を ,日 平均気温用に改編して

行った。

(3)今回用いた開花期のデータは昭和52年から61年の山形

県立園芸試験場の圃場のもので , リンゴでは「お、じ」 ,

「スターキングJ及び「紅玉」,オ ウトウでは「佐藤錦」 ,

ブドウでは「デラウェア」である。なお,気象データはア

メダスの左沢のデータを使用した。

14)開花予測図の作成は,メ ッシュ気象データ積算プログ

ラム「TEMPKUWA」 3)を使用した。メ ッシュ気象デー

タは, ウェず―ニュース社より購入したものを使用した。

予測図はリンゴの「ふじ」について作成し,起算日は 2月

25日 とし,類年平滑平年平均気温メッシュを用いて平年の

予lll図を作成した。なお,「 TEMRKUWA」 では起算
日から任意の日まで本年の気象データを使用し,その後は

平年のデータを使用して予測できるように設計されてい

る。

3 結果 及 び考察

0)表 1で見ると,今回取り_Lげたいずれの樹種,品種に

表 1 各果樹の感温特性値

品 種 名
積算 DTS
(日 )

』
い

起算 日

(月 日 )
分 散 IB関係数

お、 じ

スターキング

紅   玉
佐 藤 館
デラウエア

24 44

28 32

27 '9

2' 10

54 66
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2 25

2 25
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2 350
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ついてもDTSの分散が小さく,開花期の予測値と実測値

の相関係数が高く,実用性が高いものと考えられた。

2)表 1,図 1で感温特性値を各樹種間で比較してみると,

Eaの大きさから,オ ウトウは低温感応性が高く, リンゴ

では高温感応性が高いことが明らかである。

13)ま た,デラウェアの場合,高温感応性の点では,リ ン

ゴに類似するが,DTSが大きいため開花まで多くの積算

温度を必要とするものと考えられた。

(a表 1で リンゴの各品種について比較してみると,品種

間でEaに大きな差はないが,わずかにお、じのEaが大き

く高温域での温度の影響が強いことがうかがわれた。

151図 2の平年開花予測地図について見ると,概ね現地の

データと適合している。しかし,庄内平野の沿岸地帯では

早い予想になっている。このことは, 3～ 4月 に風か強い

庄内平野では,風の影響で気温と樹体温度に差があるため

と考えられ,今後の精度向上のための課題と言える。 図 1 温度と温度変換日数との関係
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図2 開花予測地図―「お、じ」平年 (部分図 )

4 お わ り  に にもあてはまるので,今後このモデルの応用として発芽期

果樹の開花期について気象との関係で予測を行う場合 , の予測についても検討する予定である。

起算日をどのように設定するかが問題となる。今回用いた

モデルの場合,図 1にあるように,低温域でのDTSが小          弓l 用 文 献
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